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＜病棟連絡事項＞
・上級、中級昇格試験があります。申請者は忘れずに受験しましょう。
2月19日（火）・20日（水）・21日（木）3日間
メンタル4Fメモリアルホール　　　17:30～18:30

・看護グループ内研修があります。
　　　「合併症・身体の管理」　上野JGM
　　　　2月19日（火）17:15～18:15　　病院2F会議室
　
＜患者様連絡事項＞
・船田　泰子様～2月22日（金）9:00～生協診療所原Dr.の往診予定となっています。
・小田　沙也加様～母へ電話連絡をしています。退院に向けて外泊訓練をすることを希望しています。詳細はカルテをご参照ください。
・中市　正治様～著明な腹部膨満感があり、浣腸、導尿を行い、胸腹部X-Pを行っています。X-Pの結果、硬便が多量に腹部全体に見られており、2回目の浣腸も施行しています。食事は絶食で、水分は可です。水分摂取を促すとともに、適宜IFオーダーのシンラックも使用し、排泄を促す看護を意識していきましょう。
　　　　　　　　また、血液検査の結果なども把握し、適切な看護の実践に繋げていきましょう。

・續石　啓介様～感染対策の一環で病室のドアを閉めた際に、やや不穏となり意味不明な依頼をしてきたり、シンラックの味がいつもと違うなどの言動もありました。他患者の処置時などに、「何かありますか」等の声かけをしていきましょう。

・泉川　ケイ子様～突然不穏となり、長谷川　陽一様のスマホを取って30分以上返さず、丸尾様を巻き込む口論が見られています。仲介に入ったスタッフを激しく蹴りあげていますが、その後はスマホを返し、自室で過ごしています。今後も他者トラブルがないか継続して観察をしていきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・和田　昌様～発熱なく経過しています。倦怠感が持続しておりますが、特変なしで経過している為、日誌には取り上げませんが、肺結核疑いなどの既往もあるため、状態観察は継続していきましょう。
・若松　澄子様～先週、深夜帯でトイレ誘導を行い、朝まで就寝できていたことから、日中も他患者のオムツ交換の時間や作業の前などに声かけを行い、トイレ誘導する事で、尿失禁の回数を軽減する援助を行っていきましょう。
・藤井　孝蔵様～発熱なく経過しています。左下肢褥瘡も悪化は見られていません。適宜体位変換、処置を行っていきましょう。

・中市　正治様～浣腸や導尿の処置施行時は激しく怒り、叫ぶほどの拒否的な言動が聞かれています。処置の必要性を何度も説明し、対応しています。今後も説明、対応、声掛けをしていきましょう。
＜窪田Dr.患者様診察情報＞
・鳴瀬　裕之様～特変なし。自ら主治医に訴える事もなし。
＜窪田Dr.退院支援委員会会議＞
・鳴瀬　裕之様～今後も対象となる障害者施設を検討していきましょう。
・
